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今年も多くの皆様とつながることができる一年でありますように

皆様に支えて皆様に支えて
いただき70年いただき70年

これまでもそしてこれからもこれまでもそしてこれからも
よろしくお願いいたしますよろしくお願いいたします
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1981年（昭和56年）国際障害者年を1981年（昭和56年）国際障害者年を
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平成13年第46回日本身体障害者福祉大会平成13年第46回日本身体障害者福祉大会
山形大会山形大会 国内外の名所旧跡を訪れた身障旅行国内外の名所旧跡を訪れた身障旅行

毎年県内各地から参集しての「山形県身体障毎年県内各地から参集しての「山形県身体障
がい者福祉大会」令和６年度大会は山形市がい者福祉大会」令和６年度大会は山形市
（やまぎん県民ホール）で開催予定（やまぎん県民ホール）で開催予定

発 行 所 

発 行 者  会 長　安 部 　 眞

令和６年　新春号

No. 344
社会福祉法人
山形県身体障害者福祉協会

社会福祉法人 山形県身体障害者福祉協会　〒990－2231 山形市大字大森385番地　TEL(023）686－3690　FAX(023）686－3723 
ホームページアドレス :  h t t p : / / y - s i n s y o k y o . c o m

〔年3回（5・9・1月）発行　1部120円　会員の皆様の購読料は会費に含めて頂戴しております。〕

目の不自由な
方 の た め の

音声コード



　年頭のご挨拶の前に１月１日に発生いたしました「能登半島地震」により、お亡くなりにな
られた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災された皆さま、そのご家族の方々に
心よりお見舞い申し上げます。被災地の一日も早い復旧をお祈り申し上げます。
　明けましておめでとうございます。謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　令和６年の年頭に当たり、市町村身障協会会員及び関係者の皆様から旧年中に賜りましたご
支援、ご協力に対し厚くお礼を申し上げます。
　昨年は、世界的には、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化や、イスラエル軍とイスラム組
織「ハマス」との軍事衝突などの暗いニュースもありました。事態が早期に鎮静化され、争い
の無い日常生活が一日も早く訪れるよう願うばかりです。
　新型コロナウイルス感染症については、感染症の位置づけが、令和５年５月８日からいわゆ
る２類相当から「５類感染症」となり、当協会の事業も少しずつ例年規模に戻りつつあります。
このような中、昨年４月には、全国で初めて、県内３５市町村全てで障害者差別解消条例が施行
されました。
　７月には、昨年より規模を拡大し「第５５回山形県身体障がい者福祉大会」を酒田市で開催い
たしました。また、９月には、４年ぶりに「山形県身体障がい者レクリエーション大会」を天
童市で開催いたしました。両事業とも、多くの皆様にご参加いただき、盛会裏に終了すること
が出来ました。
　１０月には、特別全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」が開催され、本県は、
陸上・水泳・アーチェリー・卓球・フライングディスク・ボッチャの６競技に２０名の選手が参
加し、金メダル１６個・銀メダル８個・銅メダル２個を獲得し、４つの種目で大会新記録を樹立
するなど素晴らしい成績を収めました。
　また、吉村県知事に身障会館にお越しいただき、コロナ前の規模で「山形県知事と身体障が
い者代表との懇談会」を開催いたしました。和やかな雰囲気のなか、心のこもったご支援など
前向きな方向が確認されました。改めて感謝申し上げます。　
　昨年は、山形県身体障害者福祉協会が結成されて７０周年、加えて障がい者支援施設「山形県
リハビリセンター」開所５５周年、県から指定管理委託されております「山形県立点字図書館」
と「山形県身体障がい者保養所東紅苑」が開所４５周年という節目の年でありました。これから
も会員や利用者の皆様に喜んでいただけるよう役職員一丸となって日々の努力を続けて参りま
すので、引き続きご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。
　共生社会の実現に向け、当協会が主体的に関わり、行政や企業の皆様と連携を深め、変化す
る社会情勢に対応してまいりたいと存じますので、引き続き、当協会事業へのご支援とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、すべての皆さまにとってよき一年となりますよう祈念し、年頭のごあい
さつといたします。

新年のごあいさつ
社会福祉法人  山形県身体障害者福祉協会

　　会　長　  安　部　　　眞
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　昨年の１１月１５日（水）山形県身体障害者福祉協会創立７０周年、障がい者支援施設 ｢山形県リハビリセ
ンター｣ 開所５５周年、「山形県立点字図書館」及び ｢山形県身体障がい者保養所東紅苑｣ 開所４５周年を
記念する式典と祝賀会を、山形国際ホテルを会場に開催いたしました。

山形県身体障害者福祉協会山形県身体障害者福祉協会
創立70周年記念式典・祝賀会開催創立70周年記念式典・祝賀会開催

～共生社会の実現に向け 決意新たに～

関係者が約１００名出席し７０周年を祝いました。

勤続３０年以上の鈴木和世総務課長が代表して
表彰状を授与。２０名が表彰を受けました。

山形県リハビリセンター音楽教室の皆さんによる手話の歌とバンド演奏

７０年の歩みを振り返る映像と職員有志による手話の歌 「乾杯」の披露。

新庄市の民謡歌手
佐藤麻衣さん

県身障協会安部眞会長
による式辞

吉村美栄子
山形県知事

山形県議会議長代理
小松伸也 副議長

山形市長代理
松浦雄大 福祉推進部長

今後とも共生社会の実現に向け今後とも共生社会の実現に向け
ご支援をお願いいたしますご支援をお願いいたします

ご支援ご協力ありがとうございますご支援ご協力ありがとうございます

職員永年勤続者表彰職員永年勤続者表彰 感謝の気持ちを込めて感謝の気持ちを込めて

練習を重ねての披露練習を重ねての披露
豊
か
な
声
量
で
祝
賀
会
に
　
　

豊
か
な
声
量
で
祝
賀
会
に
　
　

華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

式典

祝賀会

多数のご臨席ありがとうございました多数のご臨席ありがとうございました
ご祝辞ご祝辞

　株式会社 ヤマザワ 様（写真右：取締役 管理本部長　工藤和久 様）
　　 協会会員割引協力登録店として、身障者の買い物を通した

社会参加を継続的に支援
　山形県俳人協会会長 鈴木正子 様（写真中央）
　　 身障やまがた誌上句会において選者を務め、俳句を通した

文化活動の推進に貢献
　株式会社 花のすぎもと 様 （写真左：代表取締役　杉本晃啓 様）
　　 山形県リハビリセンター就労継続支援Ｂ型への作業提供を

継続的に支援
　山形トヨタ自動車株式会社 様 
　　 山形県障がい者スポーツ協会で使用する車輌の無償貸与等

を通じ、県内の障がい者スポーツの普及・振興を支援

協会・施設運営協力者・企業様への表彰状・感謝状贈呈協会・施設運営協力者・企業様への表彰状・感謝状贈呈
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令
和
５
年
10
月
17
日
（
火
）、
吉
村
美
栄

子
山
形
県
知
事
に
山
形
県
身
体
障
害
者
福
祉

会
館
に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
山
形
県
知
事

と
身
体
障
が
い
者
代
表
と
の
懇
談
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

協
会
役
員
・
評
議
員
等
合
わ
せ
て
38
名
が

出
席
し
、
吉
村
知
事
と
県
身
障
協
会
の
安
部

眞
会
長
の
挨
拶
の
後
、
黒
沼
祐
蔵
常
務
理
事

の
進
行
に
よ
り
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑴�

「
障
が
い
者
差
別
解
消
に
係
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、
民
間
事

業
者
の
合
理
的
配
慮
の
周
知
啓
発
に
つ

い
て
」

　

始
め
に
、
阿
部
和
信
副
会
長
か
ら
、
障
が

い
者
差
別
に
関
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

相
談
窓
口
が
市
町

村
に
整
備
さ
れ
る

よ
う
、
県
か
ら
の

働
き
か
け
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
の
合
理
的
配
慮
に
つ

い
て
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
研
修
会
の
開

催
や
、
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
吉
村
知
事
は
次
の
よ
う

に
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

「
国
・
市
町
村
と
連
携
協
力
し
な
が
ら
相
談

対
応
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
障
害
者
差

「山形県知事と身体障がい 者代表との懇談会」を開催「山形県知事と身体障がい 者代表との懇談会」を開催
～障がい者差別の ない共生社会を目指そう～

安部眞会長安部眞会長

別
解
消
法
が
改
正
さ
れ
、
来
年
４
月
よ
り
民
間

事
業
者
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務

化
さ
れ
ま
す
が
、
県
で
も
、
合
理
的
配
慮
の
義

務
化
の
周
知
啓
発
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
事
業
所
や
地
域
等
に
お
い
て
、

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
解
消
に
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進

員
」
の
養
成
研
修
や
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進

員
を
対
象
と
し
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
を
実

施
す
る
な
ど
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
の
義
務
化

に
つ
い
て
周
知
及
び
理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。」

⑵�

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
街
づ
く
り
・

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
」

　

続
い
て
、
中
島
幸
生
評
議
員
か
ら
は
、
公
共

施
設
の
新
築
や
改
修

に
つ
い
て
、
企
画
・

設
計
・
施
工
の
各
段

階
に
、
障
が
い
者
が

参
画
で
き
る
機
会
を

作
っ
て
い
た
だ
き
、

誰
も
が
利
用
し
や
す

い
施
設
と
な
る
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
吉
村
知
事
は
次
の
よ
う
に

回
答
さ
れ
ま
し
た
。

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
街
づ
く
り
や
公

共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
意
見
を

十
分
に
聴
き
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
す
の
で
、
利
用
者
の
御

意
見
を
計
画
や
設
計
の
段
階

か
ら
取
り
入
れ
て
整
備
を
進

め
る
よ
う
啓
発
し
て
い
き
ま

す
。」

⑶�

「
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画

作
成
に
つ
い
て
」

　

佐
藤
保
実
副
会
長
か
ら
は
、
令
和
３
年
５
月

の
災
害
対
策
基
本
法

の
一
部
改
正
で
、
避

難
行
動
要
支
援
者
毎

に
「
個
別
避
難
計

画
」
を
作
成
す
る
こ

と
が
市
町
村
の
努
力

義
務
と
さ
れ
ま
し
た

が
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
「
個
別
避
難
計

画
」
作
成
が
進
ん
で
い
な
い
自
治
体
も
あ
り
ま

す
の
で
、
取
組
が
進
む
よ
う
、
市
町
村
へ
の
働

き
か
け
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
吉
村
知
事
は
次
の
よ
う
に

回
答
さ
れ
ま
し
た
。

「
近
年
の
災
害
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
の
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い

人
々
が
犠
牲
と
な
る
割
合
が
非
常
に
高
く
、
自

ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
避
難
行
動
要
支
援

者
に
つ
い
て
、
個
別
避
難
計
画
を
作
成
す
る
こ

と
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
と
し
て
、
策
定
し
て
い
な
い
市
町
村
、
一

部
作
成
済
の
市
町
村
に
対
し
、
計
画
の
策
定
を

強
く
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て 佐藤保実副会長佐藤保実副会長

中島幸生評議員中島幸生評議員

阿部和信副会長阿部和信副会長
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「山形県知事と身体障がい 者代表との懇談会」を開催「山形県知事と身体障がい 者代表との懇談会」を開催
～障がい者差別の ない共生社会を目指そう～テーマ

　標記旅行（令和５年１２月１１日～１３日東京・横浜方面）につきましては、諸般の事情により、
大変残念ですが、旅行事業を中止いたしました。

社会福祉法人山形県身体障害者福祉協会創立70周年記念視察研修旅行
東京・横浜満喫３日間の旅　中止のお知らせ

どの発言にも真剣に耳を傾けてどの発言にも真剣に耳を傾けて
くださる吉村知事くださる吉村知事

い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
４
年
度
ま
で
、
県
で
は
、

市
町
村
に
対
し
、
福
祉
関
係
者
と
連
携
し
た

個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
支
援
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、「
町
内
会
長
や
民
生
委
員
が

一
人
で
複
数
人
の
要
支
援
者
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
」
こ
と
や
、「
日
中
は

勤
め
に
出
て
い
る
人
が
多
く
、
支
援
者
が
い

な
い
」
と
い
っ
た
『
支
援
者
の
担
い
手
不

足
』
や
『
計
画
の
実
効
性
の
確
保
』
が
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度

か
ら
は
、
企
業
や
団
体
に
着
目
し
て
新
た
な

支
援
の
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
と
と

も
に
、
計
画
作
成
が
進
ん
で
い
な
い
市
町
村

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
課
題
を
可
視

化
し
、
実
情
を
踏
ま
え
た
対
応
策
に
つ
な
げ

て
い
き
、
県
内
市
町
村
の
計
画
の
早
期
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。」

⑷�

「
山
形
県
身
体
障
が
い
者
保
養
所
東
紅

苑
の
改
築
に
つ
い
て
」

　

佐
藤
満
子
副
会
長
か
ら
は
、
昭
和
53
年
に

設
置
さ
れ
た
山
形

県
身
体
障
が
い
者

保
養
所「
東
紅
苑
」

に
つ
い
て
、
建
物

の
老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
、
現
在
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

考
え
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

輝きの芸術・文化作品展をご覧になる吉村県知事輝きの芸術・文化作品展をご覧になる吉村県知事 作業場で点字入りの名刺印刷について説明作業場で点字入りの名刺印刷について説明

玄
関
、
客
室
入
口
、
浴
場
、
ト
イ
レ
な

ど
の
段
差
や
仕
切
り
の
ほ
か
、
機
能
訓

練
室
へ
の
冷
暖
房
の
設
置
等
施
設
の
全

面
改
築
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
吉
村
知
事
は
次
の

よ
う
に
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

「
県
と
し
て
は
、「
東
紅
苑
」
は
障
が

い
者
や
そ
の
御
家
族
に
と
っ
て
健
康
維

持
と
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
大
切
な
施
設

で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
は
変
わ
る
こ
と

は
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
観
点
も
取
り
入
れ
つ
つ
、
多
く

の
方
が
利
用
し
や
す
い
施
設
に
な
る
よ

う
、
今
後
も
必
要
な
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
順
次
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」

　

最
後
に
渡
部
嘉
子
理
事
か
ら
、
吉
村

知
事
に
は
、

私
た
ち
の
要

望
に
親
身
に

耳
を
傾
け
て

い
た
だ
い
た

こ
と
に
対
し

て
お
礼
を
申

し
上
げ
、
懇
談
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
吉
村
知
事
は
、
作
品

展
や
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
で
利
用
者
が

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
ご

覧
に
な
り
ま
し
た
。

渡部嘉子理事渡部嘉子理事

佐藤満子副会長佐藤満子副会長
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　令和５年１１月３０日に、東北・北海道ブロック身体障害者相談員研修会が山形国際ホテル（山形
市）を会場に開催されました。
　この研修会は、日身連及び東北・北海道ブロック身体障害者団体連絡会並びに東北・北海道ブロック身体障害
者相談員連絡協議会が主催し、相談員の資質向上や情報交換を目的に、例年、
各県・政令市の持ち回りで開催されております。山形県での開催は、平成２６年
以来となりましたが、山形県身体障害者相談員研修会と合同開催という事もあ
り、県内外より１０３名のご参加をいただきました。
　基調講演１では、厚生労働省の社会・援護局 障害保健福祉部　企画課 自立
支援振興室の福祉用具専門官であり義肢装具士である徳井亜加根様を講師に迎
え、「補装具費支給制度等について」と題してご講演いただきました。
　続く基調講演２では、山形県消費生活センターの消費生活相談員の鈴木朗子
様が「福祉との連携による障がい者の消費者のトラブル防止に向けて」と題し
てご講演されました。また講演の中で、点検商法による消費者トラブルについ
て寸劇が行われ、当協会の島貫はつ子監事と鏡友由事務局次長が山形弁を駆使
しながらユーモアたっぷりに演じられました。
　休憩を挟んで行われた意見交換会では、社会福祉法人日本身体障害者団体連
合会の阿部一彦会長に進行いただき、各地域の障がい者の生活課題の現状につ
いて、各県・政令市を代表して相談員７名より、ご発表いただきました。
　山形県からは、当協会の佐藤満子副会長が、鶴岡市身体障害者福祉協会にお
けるスポーツを通した取り組み（組織強化、若年層への会員拡大、共生社会づ
くり）について、話題提供されました。他県の参加者からは、山形県において、
行政との連携によって会員外の身体障害者手帳所持者から個人情報の提供承諾
を得た事例について強い関心が示されました。
　研修会終了後には懇親会も開催され、山形大学の花笠サークル「四面楚歌」
の皆様による花笠踊りやいも煮、山形県の地酒などで、山形の夜を楽しまれま
した。参加された皆さん、大変お疲れさまでした。

　令和５年１０月２０日（金）～２４日（火）の５日間、「令和５年度　輝きの芸
術・文化作品展」（令和５年度県民芸術祭参加事業）を開催しました。４年
ぶりに県内在住の身体に障がいのある皆様より、絵画・書道・写真・工芸・
文芸などの作品をご出品いただき、大変見応えのある作品展となりました。
１７日（火）に開催された知事との懇談会に合わせ準備を行い、吉村県知事や
協会役員・評議員の皆さんに一足早くご鑑賞いただくことができました。ま
た、２２日（日）には、リハビリセンターの福祉祭も開催され、７００名ものお
客様からご来場いただき、ご覧いただきました。
　コロナ禍を経て、４年ぶりの開催となったためか、出品数は少なめであり
ましたが、この作品展は、障がいをお持ちの方の社会参加と文化活動の推進
を図ると共に、作品を通して障がい者に対する県民の正しい認識と理解を深め、ノーマライゼーション理念
の啓蒙を目的として開催しております。次年度は、より多くの皆様からの出展をお待ちしております。

　県身障協会では、標記コンテストへの作品を募集し、お預かりしました作品につきま
して全国障害者総合福祉センターへお送りいたしました。全国から１，１７４点
（書道部門9４１点、写真部門２３３点）の応募があり、本県からは書道部門に７
点を応募、その中から、大江町身体障害者福祉協会 齋藤健治さんの作品が
見事銅賞を受賞されました。入賞作品は、１月上旬より全国障害者総合福祉
センター（戸山サンライズ）で展示されています。

第38回障害者による書道・写真全国コンテストで第38回障害者による書道・写真全国コンテストで
齋藤健治さん（大江町）の作品が銅賞を受賞されました！！齋藤健治さん（大江町）の作品が銅賞を受賞されました！！

東北・北海道ブロック身体障害者相談員研修会開催

島貫はつ子監事（左端）と鏡友由
事務局次長（右端）の熱演光る寸
劇で消費者被害防止を学ぶ

佐藤満子副会長による話題提供

若さ溢れる「四面楚歌」の皆さんの
花笠踊り

令和５年度　輝きの芸術・文化作品展開催

書
道
部
門
　
銅
賞

「秋月桐心を照らす」
齋藤　健治

大作もご出品いただきました。大作もご出品いただきました。
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ご利用の際は、身障協会会員証の�有効期限有効期限��をご確認ください
　この事業は、各企業様、施設様等のご厚意によりご提供いただいているものですので、協会の
信頼を損ねることのないよう十分ご留意いただき、ご利用くださいますようお願いいたします。

　山形県身体障害者福祉協会では、協会会員の皆様の日常生活における経済的負担の軽
減や、買い物を通した社会参加を進めるとともに、障がいについての理解を深めること
などを目的に「山形県身体障害者福祉協会会員割引協力店事業」を実施しております。

障がいのある方々の社会参加を応援！
スーパーマーケット(株)ヤマザワさん

　身体に障がいのある方々の毎日の暮らしをより楽しくより豊かにするためにとの深いご理解をいただ
き、平成２9年度から協力店としての登録を頂いております、株式会社ヤマザワ様の「にこかカード」の
ポイント付与が２０２３年１２月末をもって終了となりました。
　ポイント付与終了に伴い、当協会会員証による「にこかカード」ポイント付与特典について２０２３年１２
月３０日を以って終了となり、ポイント付与に代わる特典として、２０２４年１月２日より「税込２，０００円
以上のお買上げでBOXティッシュ１個プレゼント」に変更となります。

にこかカードの取扱終了については、下記株式会社ヤマザワ様にお問い合わせください。
【お問い合わせ先】株式会社ヤマザワお客様相談室　TEL 0120-48-1111

（山形県・宮城県・秋田県の方限定）受付時間：土日を除く９：１５～１８：１５

ヤマザワ「にこかカード」ポイント付与終了に伴いヤマザワ「にこかカード」ポイント付与終了に伴い
サービス内容（会員特典）が変更になります!!サービス内容（会員特典）が変更になります!!

②　BOXティッシュ１個進呈
� （お一人様１日１回限り）

① 　税込２，０００円以上お買上レシートと
身障協会会員証をサービス
カウンターに持参。

有効期間／令和５年７
月1日～令和６年

6月30日

サービス内容サービス内容（２０２４年１月２日開始）

※ 曜日指定はありません。
　にこかカードの提示は不要です。

※ 身障協会会員ご本人の来店が難しい場合は、会員に
代わって、ご家族に利用いただけます。ご家族利用
の場合は、会員ご本人の会員証が必要になります。

※ お 金 を 支 払 う
レジカウンター
では取扱いでき
ません。

金券購入・収納代行・モンテディオ募金レシート・
宝くじ等は対象外です。

※ 身障協会会員だけの特別な特典です。
会員証を他人に貸したり、あげたり

　することは絶対にしないでください。

新

有効期間／令和
５年７月1日

～令和６年
6月30日

令和６年１月４日　㈱ヤマザワ本社にて令和６年１月４日　㈱ヤマザワ本社にて
右から黒沼常務理事、㈱ヤマザワ 工藤取右から黒沼常務理事、㈱ヤマザワ 工藤取
締役 管理本部長、安部会長、㈱ヤマザワ 締役 管理本部長、安部会長、㈱ヤマザワ 
湊情報物流部マーケティングマネージャー湊情報物流部マーケティングマネージャー

※会員証や会員特典については、ご加入いただいている
　　市町村協会または県身障協会へお問い合わせください。
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　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、令和２～４年度は中
止としておりましたが、５類感染症移行に伴い、今年度は少人数による実
施や黙食等の感染症対策を充分に行い開催することができました。
　令和５年１０月１５日に「慈恩寺テラス見学と東紅苑で芋煮会」と題して、
寒河江市の慈恩寺テラスを見学し、東根市の山形県身体障がい者保養所
「東紅苑」で芋煮を食べ、ボッチャやスカットボール等でグループ対決を
行いました。おいしい芋煮をいただき満腹となった後は、軽スポーツで歓

声や笑いが絶えない時間を過ごしました。
　次回は参加人数を増やして企画したいと思いますので、
是非ご参加ください。６０歳以下で身体に障がいをお持ち
の県内在住の方及び付き添いの方であれば参加できます
ので、協会に加入されていない方へのお誘いもよろしく
お願いします。

青壮年のつどいを開催しました青壮年のつどいを開催しました

感想
身欠き鰊の代わりに人参と麩を巻いた昆布巻や、冷凍青梅と白砂糖を炊飯器で保
温して作る甘梅など、昔ながらの和食の美味しさに感動。紅花染めでは、黄色い
花を摘んで、紅色素は１％という貴重な美しさに驚きました。

　東紅苑のバスで日帰り旅行。東根市の古民家で郷土料理を楽しんだ後、ハンカ
チの紅花染め体験を行いました。

紅花染め体験。クエン酸を入れる
と鮮やかな紅色に！手も真っ赤に
なりました。

期日 : 令和５年９月４日（月）～５日（火）
場所 ： 県身体障がい者保養所 ｢東紅苑｣・梅ヶ枝清水（東根市）・紅花資料館（河北町）
参加人員 ： 16名（うち宿泊11名）

村山村山
地区地区

感想
童心にかえってフォトフレーム作り夢中になりました。オンリーワンのクリス
マスリース、皆の個性で一個一個味があって良かったです。

　　　　午前はフォトフレーム又はクリスマスリースのいずれかを選んで手作
り教室を行い、南陽市商工会女性部プロデュースの宝箱弁当に舌鼓を打った後、
赤湯温泉女将の会による三味線演奏を楽しみました。

赤湯温泉女将の会の皆様の三味線演
奏と華麗な踊り。

期日 : 令和５年11月９日（木）　場所 ： シェルターなんようホール
参加人員 ： 48名

置賜置賜
地区地区

感想
わら細工づくりは簡単そうで難しかったです。頭の体操になりました。久しぶ
りの交流、楽しかったです。

　　　　真室川町のわら細工作家、工房ストロー代表の高橋伸一氏のご指導に
よりわら細工でしおりを作成した後、お弁当を食べて、情報交換をしながら交
流を図りました。

わら細工「しおり」作成は４本の藁
を編み込む麦稈真田編。皆さん集中
しています。

期日 : 令和５年1０月19日（木） 　場所 : 真室川町役場
参加人員 ： 28名

最上最上
地区地区

感想 「健体康心」で生活していきたいです。生演奏は、美しくて心がふるえました。

　　　　「女性のこころと身体の健康づくり」と題して医療生協やまがたの保
健師の本間愛氏からご講演いただいた後、サックス、尺八、ギター、パーカッ
ションによる歌謡曲・ポピュラー音楽を鑑賞し、心を潤しました。

参加者も楽器を持って
「聖者の行進」。

期日 : 令和５年1０月31日（火）
場所 ：鶴岡市第三学区コミュニティセンター　参加人員 ： 56名庄内庄内

地区地区

「楽しく・身近に・声かけて」広がる女性の輪！！ 仲間づくり声かけ運動促進事業

各地区「女性のつどい」大盛況！各地区「女性のつどい」大盛況！

慈恩寺テラスのカフェで一息。

東紅苑で芋煮会。山形の味に満足。
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　令和５年１０月２８日（土）から３０
日（月）にかけて、鹿児島県で特
別全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま
大会」が「熱い鼓動 風は南から」のスローガン
のもと盛大に開催されました。
　全国障害者スポーツ大会は、国内最大規模の障
がい者スポーツの祭典となり、障がいのある選手

が競技等を通じ、スポーツの楽しさを体
験するとともに、国民の障がいに対する
理解を深め、障がい者の社会参加の推進
に寄与することを目的に毎年開催されて
おります。
　また、このたびの「かごしま大会」は、
２０２０年の秋に開催が予定されていた第２０
回全国障害者スポーツ大会が新型コロナ
ウイルスの感染拡大で延期されたことに
より、２０２３年は名称に回数を付けない特
別大会となりました。
　山形県からは代表選手２０名が出場し、
全国の強豪と競い合い、それぞれが思う
存分実力を発揮することができました。
応援していただきました皆様、ありがと
うございました。

開会式で山形県選手団団長の安部眞会長が先頭となり行進する様子

　　　特別全国障害者スポーツ大会の開催

　令和５年９月３０日（土）に天童市スポーツセンターを会場に第２２回山形県障がい者スポーツ大会身体
障がい者レクリエーション大会を開催しました。
　この大会は、昨年までコロナの影響により開催できない状況が続いておりましたので、今大会は４年

ぶりの開催となりました。ま
た、大会の内容も以前と少し
変わり、これまでの１9チーム
による対抗戦から市町村協会
毎のチーム編成での体験型交
流会として開催しました。
　参加者同士でレクリエー
ションスポーツを楽しく体験
し、交流の輪を広げることが
できました。

山形県選手団の結果

№ 競技名 氏　名 競技種目
１ 順位 ２ 順位

１

陸上競技

菅原　繁幸 １００ｍ ２位 走幅跳 １位
２ 蜂谷　　武 ソフトボール投 １位 砲丸投 ２位
３ 佐藤　誠一 ソフトボール投 １位 立幅跳 ４位
４ 永井　恵子 ソフトボール投 １位 砲丸投 １位
５ 大類　涼太 走幅跳 ２位 走高跳 １位
６ 戸田　夏輝 ８００ｍ １位 １５００ｍ １位
７ 布施　太翼 １００ｍ ２位 ２００ｍ ４位
８ 柏倉　葉月 １００ｍ ６位 走幅跳 １位
９ 水泳 齋藤　京香 ５０ｍ自由形 １位 ５０ｍバタフライ １位
１０ 相田佳奈子 ２５ｍ自由形 １位 ２５ｍ背泳ぎ ２位
１１ アーチェリー 塩野　忠彦 コンパウンド３０ｍダブルラウンド ４位
１２

卓球

佐藤　貴之 一般卓球 １位
１３ 村山　真人 サウンドテーブルテニス １位
１４ 柳生　琉維 一般卓球 ２位
１５ 髙野　伸康 一般卓球 ２位
１６

フライング
ディスク

布施英悦郎 アキュラシーディスリート５ ２位 ディスタンス立位男子 ３位
１７ 大江　春男 アキュラシーディスリート７ １位 ディスタンス立位男子 １位
１８ 齋藤　明美 アキュラシーディスリート７ ４位 ディスタンス立位女子 ５位
１9 ボッチャ 池田　　均 立　位 ３位
２０ 鈴木　大輔 座　位 ３位

山形県身体障がい者レクリエーション大会　　山形県身体障がい者レクリエーション大会　　４年ぶりに開催!!

かごしま
大会

「う～、なにぃー元気「う～、なにぃー元気
だっけぇ～！？」と会場だっけぇ～！？」と会場
では久々の再会に笑顔では久々の再会に笑顔
があふれました。があふれました。
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視覚障がい者ＩＣＴ講習会

　令和５年１０月７～９日に鶴岡市の庄内産業振興センターマ
リカで、令和５年１１月５・１２・１８日に山形市総合福祉セン
ターで、それぞれ開催しました。
　パソコンやスマートフォンを使用して、音声ソフト操作、
音声図書関連の体験と講習を行いました。講習会ではパソコ
ンボランティアがマンツーマンで指導にあたるため、参加者
の皆さんの疑問や課題などを個別に取り組むことができるの
で大変好評でした。

パソコンボランティア養成講座

　令和５年９月９・１０・１６・１７日に山形市総合福祉セ
ンターで開催しました。「視覚障がいの理解と介助の方
法」「現役パソコンボランティアの体験談講話」「パソコ
ンのマウスを使わない操作」「パソコンの音声ソフト操
作」「スマートフォンの音声ソフト操作」等の講義を行い、各機器のアクセシビリティについて
学習していただきました。受講された方がパソコンボランティアとして活躍していただけること
を期待します。

　参加者全員の体調確認とマスク着用確認及び会場における換気等のコロナ対策を実施し、令和５
年度も講座・講習会を開催しました。

養成講座

講習会（庄内地区）

講習会（村山地区）

パソコンボランティア事業の講座と講習会を開催しました

パソコンボランティアを派遣します

 山形県にお住まいで身体障害者手帳をお持ちの方へ、パソコンやスマートフォン等について無
料で教えてくれるパソコンボランティアを派遣します。地域で独自に活動している勉強会等にもパ
ソコンボランティアを派遣します。協会事務局までお気軽にお問い合わせください。

　令和５年１０月１３日、真室川町中央公民館において、駐車禁止除外指定者標章の適正使用の啓蒙を目的
として、また、県内において高齢者に関する事故が多いことと、友の会会員に高齢化の傾向が見られる
ことから、交通安全を再確認するため「令和５年度山形県身体障害者交通安全友の会研修会」を開催い
たしました。地元・真室川町身体障害者福祉協会の皆さんを中心に、事務局を含め２０名の参加をいただ
き、講師に新庄警察署交通課交通安全係長 武田慎也氏をお迎えし、交通安全に関わる講話と「動画Ｋ
ＹＴ」（Ｋは危険・Ｙは予測・Ｔはトレーニングの意味）による体験型の講習を行っていただきました。
　県内及び最上地域の事故発生状況や、事故防止のために心掛けるべきこと（横断歩道の歩行者優先、
一時停止の遵守、ながら運転の禁止など）について丁寧に説明いただ

き、毎日の生活の中で、なにより交通安全が重要であ
るということを身に染みて感じる研修会となりました。
　ご協力をいただきました新庄警察署交通課交通安全
係長 武田慎也様、ご参加いただいた皆様に心よりお
礼申し上げます。

令和５年度山形県身体障害者交通安全友の会研修会を開催しました！令和５年度山形県身体障害者交通安全友の会研修会を開催しました！

たくさんの方からご参加いただきました。
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プロフィール
「胡桃」主宰・「初蝶」幹部同人　公益社団法人 俳人協会幹事　
　山形県俳人協会会長　やましん俳壇選者　　（山形市在住）
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子
虫
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帰
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徳
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門
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採
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長
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間
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ま
が
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」
へ
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投
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を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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今
回
が
最
後
の
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な
り
ま
し
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皆
様
と
の
俳
句
の
ご
縁
を
大
変
嬉
し

く
、
思
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

に
役
立
て
て
参
り
ま
す
。
13
年
間
の
長

い
間
お
付
き
合
い
下
さ
い
ま
し
て
、
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
向
寒
の
お
り
、
ご

自
愛
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
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念
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し

ま
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（
令
和
５
年
12
月
記
）

選
者
詠
（
新
年
）�

鈴
木
正
子

＊
天
守
閣
冬
満
月
を
引
き
寄
せ
て

＊
幸
せ
の
い
ろ
は
ど
の
色
福
寿
草

＊
明
の
春
鯱
光
る
城
下
町

＊
恙
無
き
こ
と
を
一
行
初
日
記

＊
大
旦
渦
や
は
ら
か
き
最
上
川

＊
筆
太
の
「
幸
」
の
一
文
字
年
新
た

１．郵便またはＦＡＸ、Ｅメールにてご投稿ください。
１ ．氏名（ふりがなを必ずふる）、住所、電話番号を明記してください。
１．「文芸ひびき」と明記してください。
１．投稿は、一人１作品とします（ふりがなを必ずふる。）。
　　※ 音声コードを付ける都合上、ふりがながふられていない場合は、当協会

事務局で読み方を判断いたしますのでご了承ください。
１．投稿締切はございません。
１．掲載時期は、投稿状況により、当協会事務局にて調整させていただきます。
１．宛先　〒990-2231　山形市大字大森385
　　　　　山形県身体障害者福祉協会「文芸ひびき」係
　　　　　ＦＡＸ　023-686-3723
　　　　　Ｅメール　y-sinsyokyo@orange.plala.or.jp

　今日の年金や医療をはじめとする各種サービス、割引制度は、これまで障がいの
ある先輩方が、国や県、市町村当局を始めとする関係方面に、多年にわたり力を結集し、繰り返し
陳情・要望を行ってきた結果、実現してきたものです。

数は力数は力 仲間の輪をひろげよう！！
みんなが心をひとつに力を合わせ、声をあげてこそ、福祉の向上につながります

～何よりも大切なのは　皆さまの声掛けです～

　山形県内には、約５０，１００人の身体障害者手帳の交付を受けた方が生活していますが、
当協会について知らない方も、まだまだ多くいらっしゃいます。
　仲間（会員）の輪を広げて行くには、皆さまの声掛けが、何よりも大切です。地域
の情報は、皆様の声掛けから。多くの仲間を誘い合って、地域のつながりを広げてい
きましょう！！

第 344号　（12）



優豆生を使った振る舞い鍋。大変好評でした！

　令和５年１０月２２日（日）、リハビリセンター福祉祭２０２３「～再
会～笑顔の花を咲かせよう」を開催いたしました。新型コロナウ
イルス感染予防対策の為に長らく休止させていただいておりまし
たが、当日は子供さんから大人まで沢山のお客様にお越しいただ
き、約５年振りの福祉祭を盛り上げてくださいました。べっぴん
会の皆さんによる華やかなステージや、カモミールの会の皆さん
による南京玉すだれ、そしてリハビリセンター利用者と職員によ
るバンド演奏のほか、天童市の人気キッチンカー「むぎわらぼう
し」の名物「えび焼き」の出店などもあり、ご来場された皆様に
は十分にお楽しみいただけたのではないかと思います。
　今年のテーマにもある通り、お客様との久しぶりの再会に利用
者・職員一同、めいっぱい笑顔になった一日となりました。

ファインフードコンテストに入賞！！ファインフードコンテストに入賞！！
　やまがた食産業クラスター協議会主催の、令和５年度（第４回）山形のうまいも
の「ファインフードコンテスト」にて、「日本酒極む梅のパウンドケーキ」が審査
員特別賞を受賞いたしました。今後も良い商品づくりを心掛け、ご利用者さんはじ
め当施設の活動を発信していきたいと思っております。

全国視覚障害者情報提供施設大会全国視覚障害者情報提供施設大会
　令和５年１０月１０日、１１日に、全国の点字図書館等の関係者が、利用者サービスや図書製作などについ
て研修や意見交換などを行う「全国視覚障害者情報提供施設大会」が、当館が主幹施設となり開催され
ました（会場：山形テルサ）。１８０名以上が参加し、読書バリアフリー法を踏まえての電子書籍のあり方、
各館のサービスなどの課題について、様々な知識を学んだり、活発な議論がなされたりしました。また、
機器展示展も開催され、録音図書等の利用者や支援者の方も多数参加なされました。
　ご来場いただいた皆さま、ご協力いただいた皆さま、
本当にありがとうございました。全国からご来場いただ
いた皆さまにも大変なご好評をいただき、様々な面で山
形県の魅力を発信することができました。
　また、１１月２２日に、恒例の「映画体験会」も開催され
ました。会場のソラリスにて「ゴジラ－１．０」を鑑賞し
ました。大迫力の映像と音声を皆で楽しみました。

　点字図書館では、皆さまのご利用やご
意見などお待ちしております。

リハビリセンター福祉祭2023リハビリセンター福祉祭2023

障がい者支援施設・障がい者福祉サービス事業所・
相談支援事業所 山形県リハビリセンター

〒990-2231　山形市大字大森385　TEL 023-686-3722　FAX 023-686-3723

職員による手話の歌「乾杯」

リハビリセンター

点字図書館

山 形 県 立 点 字 図 書 館 〒990-0031　山形市十日町1-6-6
TEL023-631-5930　FAX023-627-1118

事 業 所 だ よ り

（13）　第 344号



温泉と美味しい料理で疲れを癒しませんか！

　本年も「東紅苑」をどうぞよろしくお願いいたします！
　 ｢東紅苑」は、身体に障がいがある方とそのご家族の健康増
進と憩いの場として、県が東根温泉に設置している保養所です。
　客室や大広間のほか、源泉かけ流しのお風呂が４つあり、リ
フト付の家族風呂もあります。
　主なご利用料金は下表のとおりですが、日帰りや入浴だけの
ご利用も可能です。概ね１０名様以上でのご利用の場合には、無
料送迎バスのご相談も承っております。
　職員一同、皆様のご来苑を心よりお待ち申し上げております。

区　　分 宿泊料（１泊２食付き） 暖房料
身体障がい者 ５，４５０円

２１０円（１１月～３月）
介添者 ５，４５０円～６，２４０円

冬は「冬道の安全運転５則」で冬は「冬道の安全運転５則」で
交通事故を防止しましょう！交通事故を防止しましょう！

山形県身体障害者交通安全友の会からのお知らせ

ふれあいの家

福祉ホーム 山形県立ふれあいの家 〒990-0811 山形市長町2-10-20
TEL 023-681-0002　FAX 023-681-0003

　ふれあいの家では、実に４年ぶりに自治会主催の秋祭りを開催
しました。前半は、輪投げや射的、ビンゴなどゲーム大会で盛り上がり、後半は参加
者全員で芋煮を堪能しました。伝統野菜として名高い「悪戸いも」をふんだんに使った
いもこ汁は絶品で、お代わりの方続出
です。利用者のご家族からも、色々な
差し入れをいただき大満足、楽しい時
間はあっという間に過ぎていきました。
　次のイベントが今から楽しみです！ いもこ汁と栗を添えた炊き込みご飯に舌鼓いもこ汁と栗を添えた炊き込みご飯に舌鼓 わなげ　何本入るかな？わなげ　何本入るかな？

リフト付き家族風呂　電動リフトで重度リフト付き家族風呂　電動リフトで重度
の障がいの方も安心して入浴できます。の障がいの方も安心して入浴できます。

山形県立中央病院売店「ほっとぴあ」と
山形県庁売店を今年もよろしくお願いいたします

　「ほっとぴあ」と「県庁売店」は県身障協会で経営して
いる売店です。
　今年もお客様に喜んでいただけるよう、様々なサービス
やイベントを企画してまいります。昨年度同様、お引き立
てくださいますようよろしくお願い申し上げます。

１．スピードは、夏場より
 1０キロ以上減速する。
２．車間距離は、路面乾燥時の
 ２倍以上とする。
３．急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の
 急激な操作を避ける。
４．視界不良時は、前方をよく見て
 早めに徐行する。
５．危険がいっぱい。
 追越しはしない。

ほっとぴあにも徐々に賑わいがほっとぴあにも徐々に賑わいが
戻って来ています。戻って来ています。

県庁売店では毎日お昼にリハビリ県庁売店では毎日お昼にリハビリ
センターの利用者さんがセンターセンターの利用者さんがセンター
自慢のパンを販売しています。自慢のパンを販売しています。
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